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子ども育成課

登壇者

子ども未来部子ども育成課長

上野晶子

こども・若者の意見を聴き、
多様な意見や思いを尊重する。

●児童センター管理運営係

U-29会議 YoungUp！

中学生 11名 高校生 4名

19歳以上 9名 合計 24名

～想いをみんなでカタチにしよう～

3月 しながわ水族館

 4月 ダーツライブ

 5月 エコルとごし
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解決したい課題・あるべき姿

4

あるべき姿
（実現したい未来）

児童センターは18歳まで 行政単独のイベント

スピード感 トレンドの反映

多世代が日常的に無料で楽しく交流でき、
お互いの顔の見える縦・横の繋がりが構築されている状態

高校卒業後の

若者の居場所

先輩とおしゃべり・進学や就職の相談・友だちづくり

多世代が交流することやコミュニティ形成へのリアルなニーズがあった

これまでの
U-29会議では



現状・背景
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令和12年1月「子ども・若者活動拠点」開設予定

・ワクワクする非日常的な空間

・企業独自のコンテンツを入口とした
カジュアルに交流できるイベント

・若者のリアルな価値観を抽出

・自社のファン作り

・将来の採用、リクルーティング

参加者・若者の視点 民間企業・大学・NPO等の視点

若者× 企業× 品川区

※イメージ図



自治体によるサポート体制

6

サポート項目 状況 詳細

職員とのディスカッション可否
（オンライン・オフライン・両方・NO)

両方可

現場の視察可否 可 児童センターの視察は可能

提供可能なデータ・資料 可 事案により提供可能

提供可能なフィールド 不可
児童センターは利用対象に限りがあるため
会場としての提供不可

他自治体との課題共通性（１−５） ３
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